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　３月定例会は、３月７日～23日まで開かれ53議案
を審議した。平成30年度一般会計予算案については、
前田智章議員他５名計６名から修正動議が提出され、
修正動議賛成14名、反対１名で修正案が可決された。
　修正動議の内容は、注1〔熱中小学校事業〕に係る新
規事業費1860万円と注2〔小学校空調設備工事事業〕
関係費１億3594万円を減額するものである。修正

理由は、事業実施について概ね理解し反対するもの
ではないが、当初予算に計上するには、説明不足で
あり時期尚早と考えられる。再度、積算根拠等を明
確にし、事業内容について十分な説明を行い検証す
る必要があるため修正案を提出するものである。
　また、空席であった副町長承認の議案については、
無記名投票の結果賛成14名反対１名で承認された。

30年度一般会計予算修正可決
３月定例会

賛成14名　反対１名

討 論

原案賛成（修正案反対）（井木議員）
　小松町長は大変な思いで提案された。私は説明不足ではないと思うので、原案賛成。

修正案賛成（新藤議員）
　「熱中小学校」、「小・中学校エアコン」について説明不充分であり、修正案賛成。

修正案賛成（青亀議員）
　２つの事案について削除される事実は、町長の初めての予算に対して政治的に重要な
警鐘と思い、修正案賛成。

修正案賛成（川本議員）
　農業研修生宿泊施設（旧以西小）は完成しているのに、研修生の地域おこし協力隊員
の募集はまだ実施されていない。
　一方「熱中小学校」開校に向けての事務支援の地域おこし協力隊員はすでに採用されて
いる。
　このことを加味すれば修正案に賛成。

修正案賛成（高塚議員）
　提案者の説明のとおり、このたびは修正し、しっかりと執行部と議会が協議すべきで、
修正案に賛成。

平成30年度琴浦町一般会計予算及び
修正案について
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反　対（青亀議員）
　農業研修生の宿泊施設が５部屋あ
るのに２部屋分しか予算化されてい
ない。
　町道維持管理の一括外注は、建設
事業者のための事業とするのは間
違っている。同和対策の固定資産税
減免は地方税法違反、人権同和教育
課を廃止すべき。

反　対（高塚議員）
　同和地区に限定している施策は改
めるべき、必要なものは一般化すべ
きと主張しているが、見直し不充分。
差別を無くそうと言いながら臨時職
員に対する雇用的差別が続いている。

〔注１〕
◆ 熱中小学校事業 ◆
　全国に展開する「熱中小学校」プロジェクトに参画し、全国の市町村や首都圏と繋がることにより、交流人口の拡大を図り、
地方創生を推進していく人材育成を、旧以西小学校を拠点として行う事業（広報ことうら４月号より）
　今年度事業費1860万円（旧以西小学校改修費1000万円、運営費860万円）

〔注２〕
◆ 小学校空調設備工事事業 ◆
　今年度から３ケ年で小中学校５校に、エアコンを設置する事業
　　総事業費　　　４億4580万円　予定
　　本 年 度　　　１億3594万円　（２校分の工事費と５校分の設計料）

　熱中小学校事業、小・中学校エアコン設置事業の２事業については、本会議・委員会においても、活発な議論が交わされた。

［熱中小学校事業］� ［小・中学校エアコン設置事業］
・旧以西小学校の教室を改修して利用することの意義� ・巨額な予算であるのに、提案までの説明が不十分
・運営面及び体制にかかる説明が不明瞭� ・将来的な小中学校統廃合を加味した提案であるかどうか
� ・財源確保等の検討不足
� ・ランニングコストの資料不足、省エネ対策の検討不足

　以上のような理由により、２事業ともに賛否の判断材料が不足しており、さらなる協議が必要という結論となった。

討 論
修正後の平成30年度琴浦町一般会計について

平成30年度琴浦町国民健康保険特別会計予算について

反　対（青亀議員）
　町長に国民健康保険税を１世帯当り１万円引き下げるよう1035筆の署名を提出した。
　町の国保加入者は27.5％なのに滞納金額は町税の中ではトップの7571万円で、払いた
くても払えない実態である。改善を望む。

旧以西小学校（２階は農業研修生宿泊施設、
１階は熱中小学校予定施設）

―　3　―第56号　2018年５月１日　ことうら議会だより



討 論

討 論
建設工事請負変更契約の締結について旧以西小学校改修工事変更契約

（381万円増額し、6677万円に変更）

反　対（高塚議員）
　変更契約の手続きに問題はないが、旧以西小学校の２階の一部を50坪の住宅にするリ
フォーム工事で、坪当り140万円の工事費はおかしいし、さらに２階は（建築基準法上）
住宅以外には利用できないと反対してきた。今回さらに増額することは反対である。

平成30年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業
特別会計予算について

　町長、議会が新体制となって初の議会が開かれ、補正予算、工事変更契約、議会人事等を審議した。
　補正予算には全小中学校にエアコンを30年度から３年間で整備するための設計費が計上されたが、整備内
容を検討すべきと議会が申し入れをし、小松町長は議案を取り下げ、エアコンを取り除いた議案を提出し、
可決された。
　また、議会人事は、議長選挙は無記名投票で行われ、投票総数15名（１名欠席）小椋議員11票、澤田議員
２票、無効２票で小椋議員を議長に選出。同様に副議長選挙では、高塚議員10票、井木議員、桑本賢治議員、
澤田議員にそれぞれ１票、無効１票で、高塚議員を副議長に選出した。（その他の役職は、６～７ページを参
照）

２月20日

反　対（青亀議員）
　滞納額が１億4643万円と巨額
なものとなっており抜本的な改
革が必要である。

反　対（高塚議員）
　１億4000万円位の滞納が有り、
抜本的な改革をしないといつま
でたっても解決しない。その間
莫大な事務費もかかる。

賛　成（前田敬孝議員）
　債権に関し将来的に回収不能
とならないよう努力を期待する。

◆ 住宅新築資金等貸付事業特別会計 ◆
　同和対策事業特別措置法などにより実施された、住宅の
新築、改修、宅地取得資金の貸付事業（琴浦町は平成８年
まで実施）

臨 時 会
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討 論
境界確定請求事件に係る訴えの提起について

反　対（青亀議員）
　地籍調査について、山下前町
長は誤りの修正申告は220件あ
り、うち200件を修正し、20件は
境界未定との答弁がある。修正
を公式に認めているので、上告
することは間違っている。

反　対（高塚議員）
　議案を見ると、相手方から和
解があれば応じるけれど、町か
らは一切しない。２審で負けた
ら最高裁まで上告するとあるが、
良いことではないので反対。

賛　成（桑本賢治議員）
　一定のマニュアルに沿って関
係者が決定されたと考えている。
上告については賛成する。

賛　成（前田智章議員）
　地籍調査の根幹の問題であり、
勝敗は別として、今後の地籍調
査がきちんとできるように、け
じめをつけるため賛成。

賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 前
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臨
時
会

２
／
20

建設工事請負変更契約の締結について
〔旧以西小学校改修工事〕 可決 8 6 ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ 早 議

臨
時
会

３
／
１

境界確定請求事件に係る訴えの提起について 可決 8 6 欠 ○ × × ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ 議

平成29年度琴浦町一般会計補正予算（第9号） 可決 8 6 欠 ○ × × ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ 議

定
例
会

琴浦町農業研修生宿泊施設条例の制定について 可決 13 2 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

平成30年度琴浦町一般会計予算修正案 可決 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 議

平成30年度琴浦町一般会計予算修正案を除く原
案 可決 13 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

平成30年度琴浦町国民健康保険特別会計予算 可決 12 3 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 議

平成30年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別
会計予算 可決 11 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 退 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　退＝退席　早＝早退

○�２月20日の臨時会に提案された監査委員の選任について、桑本 始 議員を選任することに全会一致で同意。
○�３月定例会に提案された副町長 山口 秀樹氏の選任について、無記名投票の結果、賛成14名反対１名で同意。
○人権擁護委員の推薦について、西本 博志氏（保）を全会一致で適任であると意見を付した。

◆◆ 人 　事 ◆◆

　地籍調査で確定した町道と民地との境界訴訟の判決（２月15日）により、被告側の町が敗訴となった。それ
を受けて町は判決を不服とし、高等裁判所に上告するための議案審議を行った。上告賛成８名反対６名で可決。

３月１日

臨 時 会
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青亀壽宏前田智章小林教育長小椋正和
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委員会の活動
総務常任委員会
　３月20日に委員会を開催し、本会議において付託さ
れた平成30年度一般会計予算および各財産区特別会計
について審査した。
　所管の各課から報告事項、議案についての説明を受
けて各委員より「熱中小学校」等について活発な議論
を行った。
　一般会計予算では、新規事業について説明不足とし
て、賛成３・反対７で不採択となった。各財産区特別
会計は、全会一致で採択となった。
� 委員長　川本 正一郎
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こ
と
も
含
め
て

検
討
し
て
は
。

　

�

移
住
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
再
設

置
し
て
、
適
正
な
運
用
と
利
用
を

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

国
際
交
流

　

�

団
体
な
ど
の
国
際
交
流
補
助
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

�

交
流
相
手
国
は
限
定
し
な
い
が
、

「
団
体
」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

複
数
の
応
募
が
あ
れ
ば
審
査
し
て

決
定
す
る
。移

住
定
住

　

�

移
住
定
住
ツ
ア
ー
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

�

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
農
林
水
産

課
と
共
に
実
施
す
る
。
他
の
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
し
て
今
後
検

討
し
た
い
。町

営
バ
ス

　

�

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
も
料

金
100
円
で
維
持
で
き
る
の
か
。

　

�

平
成
30
年
度
で
委
託
期
間
が
終
了

す
る
の
で
、
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

QＡQＡQＡQＡ

教育民生常任委員会
　３月15日に委員会を開き、各課からの報告事項、議
案に関する説明を受け、質疑を行った。
　その後一般会計の「教育民生関係費」および４つの
特別会計予算を審議した。
　委員間で「小中学校空調設備工事事業」などについ
て活発な議論を行った後、付託されたものについては
採択とし審査を終えた。
� 委員長　大平 高志

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
整
備

　

�

示
さ
れ
て
い
る
教
室
の
気
温

デ
ー
タ
だ
が
、
観
測
地
点
な
ど

の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
の
か
。

　

�

調
べ
て
お
知
ら
せ
す
る
。

　

�

こ
の
事
業
に
使
え
る
有
利
な
補

助
は
あ
る
の
か
。

　

�

補
助
事
業
は
あ
る
が
、
起
債
で

対
応
し
た
ほ
う
が
財
政
的
に
有

利
と
な
る
。

ど
ん
ぐ
り
広
場
に
つ
い
て

　

�

ト
イ
レ
の
設
置
は
し
な
い
の

か
。
木
陰
が
な
い
が
、
そ
の
対

策
は
。

　

�

検
討
し
た
い
。

文
化
財
保
存
活
用
計
画

　

�（
特
別
史
跡
斎さ

い
の
お尾
廃は

い

寺じ

跡あ
と

・
大お

お

高た
か

野の

官か
ん
が衙
遺い

跡せ
き

の
）
保
存
計
画

の
作
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

�

３
月
中
に
は
完
成
予
定
と
な
る
。

QＡQＡQＡQＡ

教育民生常任委員会

総務常任委員会
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広報常任委員会
　広報常任委員会では、定例会ごとに（年４回）、毎回５回から６回の編集委員会を開き、「ことうら議会だよ
り」の編集を行っている。
　読みやすく、わかりやすい紙面に心がけ、多くの町民に読んでもらえるような広報紙を目指している。

� 委員長　澤田 豊秋

農林建設常任委員会
　３月19日に委員会を開き、付託された一般会計の「農
林建設関係費」及び特別会計４予算の説明を受け、内
容を審査した。
　完成したばかりの「農業研修生宿泊施設（旧以西小
学校２階部分）」とあわせて１階に予定されている「熱
中小学校」の現地確認を行った。帰路、維持管理請負
が提案されている「町道釛・上野線」を視察した。
　農業研修制度や町道の維持管理のあるべき姿など議
員間の自由な討議で認識を深めた。
� 委員長　青亀 壽宏

農
業
研
修
制
度
問
題

　

�

農
業
研
修
制
度
の
支
援
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

�

農
業
研
修
生
と
し
て
の
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
を
募

集
す
る
。

　

�

そ
の
募
集
は
な
ぜ
２
名
か
。
部
屋

は
５
室
あ
る
の
に
。

　

�

と
り
あ
え
ず
２
名
で
ス
タ
ー
ト

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
つ
く
り
、

｢

農
業
人
フ
ェ
ア｣

な
ど
で
募
集

す
る
。

町
道
の
維
持
管
理
の
外
注
化

　

�

町
道
の
維
持
・
管
理
業
務
の
請
負

が
あ
る
が
、
直
営
の
ほ
う
が
安
い

の
で
は
な
い
か
。

　

�

建
設
業
界
の
不
況
や
32
年
で
下
水

道
も
終
わ
り
、廃
業
も
考
え
ら
れ
、

ど
う
考
え
る
か
で
提
案
し
た
。

芝
収
穫
機
使
用
実
績
は
ゼ
ロ

　

�「
芝
生
産
協
議
会
」
に
貸
し
出
さ

れ
て
い
る
２
台
の
芝
の
結
束
・
収

穫
機
は
利
用
・
活
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

�

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
使
っ

た
と
き
以
外
に
実
際
の
収
穫
作
業

に
使
っ
た
実
績
は
な
い
。１
台「
県

芝
」
が
購
入
予
定
。

QＡQＡQＡQＡ

農業研修生宿泊施設を視察

編集委員会での作業風景

「ことうら議会だより」の概要
発 効 日　５月１日、８月１日、11月１日、
　　　　　２月１日
発行部数　6,100部
配布対象　�町内全世帯、県庁・中部総合事務所・
　　　　　中部ふるさと広域連合等
編集体制　発行責任者：議長
　　　　　企画・レイアウト：全委員
　　　　　原稿作り：�全委員、一般質問議員、

委員長
　　　　　写真撮影：全委員、一般質問議員
紙面構成　�表紙、定例会・臨時会、委員会活動、

一般質問、特集、町民の声・あとがき
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町　長町　長

本会議本会議
（説明・質問）

本会議本会議
（討論・採決）委員会委員会

（審査・採決）

議　会議　会

議案提出

議案提出

住　民住　民

付託

請願・陳情
審査付託 報　告

議案に対し、賛成か反対か決定する。定例会
（年４回）と臨時会がある。

・町政に対して一般質問と緊急質問ができ
る。
・一部議案などは委員会に審査付託できる。

請願・陳情
・町・県・国などの行政に対して意見や要望があるとき
は、請願書や陳情書を議会に提出することができる。

・請願をするときは町議会議員の紹介が必要。
・陳情の場合は必要ない。 委員会

議会運営委員会
（任期２年）

議会運営全般に関する協
議をする。

総務
常任委員会
11名

総務課・企画情報
課・商工観光課・税
務課・出納室・議会
事務局に関する事項
及び他の常任委員会
に属しない事項

教育民生
常任委員会
11名

町民生活課・子育て
健康課・福祉あんし
ん課・教育委員会事
務局に関する事項

農林建設
常任委員会
10名

農林水産課・建設
課・上下水道課・農
業委員会事務局に関
する事項

広報
常任委員会
６名

（総務・教育民生・
農林建設の各常任委
員会から２名選出）

議会広報に関する事
項

常任委員会
（任期２年）

議員は２つの委員会に
所属

特別委員会
（任期は調査が終了する
まで）

※本会議及び各常任委員会等は原則傍聴可能

全 員 協 議 会
議会全般に関する協議をする

琴浦町
議案審査の流れ等
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一 般 質 問

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&
質 問 議 員 質　問　事　項 掲載ページ

高塚　　勝 ①町長の政治姿勢について
②町長・町議会議員選挙について 12

大平　高志
①町の課題と将来展望を問う
②行政機構改革について
③同和対策事業の解決に向け決意を

13

押本　昌幸

①斎尾廃寺跡に国道案内板を
②斎尾廃寺跡「整備活用計画」について
③町指定の文化財の取扱いについて
④八橋海水浴場トイレの使用について
⑤八橋交番について
⑥振り込め詐欺対策について

14

澤田　豊秋 ①次世代へ住んで楽しいまちづくりについて 15

手嶋　正巳
①今回の町議選を振り返って
②古布庄小学校の校舎の利活用について
③小学校の統廃合について

16

桑本　賢治
①自然環境の保全と河川の水質・動植物の実態について
②東伯総合公園について
③安心・安全な暮らしのために

17

新藤　登子 ①脱法ハーブ（薬物）乱用の危険から守る取り組みについて 18

青亀　壽宏
①町長の政治姿勢について
②深刻な町議選の“抵投票率”と公正な選挙の実施について
③高校生のJRを使った通学への支援を考えるべきではないか

19

川本正一郎 ①町政の取り組みについて 20

桑本　　始 ①転出超過を食い止める若者定着とIJUターン推進について（政策提言） 21

※黒字のみ、本紙で詳しく紹介
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
長
の
政
治
姿
勢

　
　
　
町
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

素
晴
ら
し
い
町
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
３
項
目
問
う
。

① 

町
長
立
候
補
に
当
っ
て
、
公
約
は
ど
の

よ
う
に
町
民
に
周
知
し
た
か
。

② 

町
長
就
任
あ
い
さ
つ
に
【
住
ん
で
い
る

住
民
が
輝
き
、
住
ん
で
楽
し
い
ま
ち
】

を
実
現
す
る
た
め
に「
教
育・人
づ
く
り
」

「
産
業
・
仕
事
づ
く
り
」「
協
働
・
ま
ち

づ
く
り
」
の
創
造
政
策
を
掲
げ
ら
れ
た

が
、
具
体
的
な
事
業
は
何
を
行
う
の
か
。

　

 　
ま
た
、２
月
１
日
に
就
任
し
た
の
に
、

２
月
７
日
ま
で
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
山
下
前
町
長
の
町
長
あ
い
さ
つ
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
。

③ 

町
役
場
は
、
本
庁
舎
、
分
庁
舎
、
ま
な

び
タ
ウ
ン
の
３
カ
所
に
分
か
れ
て
お

り
、利
便
が
悪
く
業
務
の
効
率
も
悪
い
、

１
カ
所
に
ま
と
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
課
の
新
設
、
統
廃
合
を
す

べ
き
で
は
。

小
松
町
長

答① 

９
月
に
退
職
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
集
落
を
２
回
廻
り
、
ポ
ス
ト
に
入

れ
た
。

② 

熱
中
小
学
校
事
業
を
行
う
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
あ
い
さ
つ
の
遅
れ
は
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

③ 

３
つ
の
施
設
を
１
つ
に
す
る
た
め
に
は
本

庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
が
足
ら
な
い
。
課
の
統

廃
合
も
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

町
長
・
議
会
選
挙

選
挙
改
革
を

問① 

議
会
選
挙
投
票
率
が
54
・
６
％
と
低
調

で
あ
っ
た
、
そ
の
原
因
は
、
ま
た
、
投

票
率
ア
ッ
プ
に
何
を
す
べ
き
か
。

　

 　
今
回
か
ら
18
歳
、
19
歳
に
選
挙
権
が

与
え
ら
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
啓
発
を

行
っ
た
か
。

② 

投
票
所
の
減
少
に
よ
り
、
一
部
地
域
に

期
日
前
投
票
所
へ
の
無
料
送
迎
が
計
画

さ
れ
た
が
、雪
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

何
故
中
止
し
た
の
か
。

③ 

町
長
選
が
無
投
票
の
た
め
、
選
挙
公
報

が
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
、
発
行
す
べ
き

で
は
。

④ 

町
の
選
挙
は
１
月
下
旬
で
天
候
に
左
右

さ
れ
る
、
選
挙
時
期
を
変
更
す
る
方
法

は
な
い
か
。

① 

原
因
は
、
悪
天
候
、
直
前
ま
で
無
投
票

報
道
、
候
補
者
の
顔
や
政
策
が
見
え
な

い
、
町
政
に
対
す
る
関
心
の
変
化
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
先
進
地
の
事
例
を
参
考

に
今
後
投
票
率
の
ア
ッ
プ
を
検
討
す
る
。

　

 　

18
歳
・
19
歳
に
対
し
て
は
、
特
別
に

啓
発
は
行
っ
て
い
な
い
。

② 

大
雪
に
よ
る
事
故
な
ど
の
危
険
性
を
考

慮
し
て
や
む
な
く
中
止
し
た
。

③ 

公
職
選
挙
法
で
、
無
投
票
と
な
っ
た
場

合
は
、
広
報
の
発
行
は
中
止
す
る
と
定

め
て
あ
る
。

④
同
法
で
、
任
期
前
30
日
以
内
と
定
め
が

あ
る
た
め
、現
在
の
と
こ
ろ
方
法
は
な
い
。

　
　問

今
後
検
討
す
る

坂
口
選
挙
管
理
委
員
長

答

問 小松町長の目玉事業は

答 熱中小学校である
 小松町長高塚　勝 議員

まなびタウンとうはく

本庁舎

分庁舎
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一 般 質 問 一 般 質 問

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

　
　
　
新
町
長
が
、
ど
の
よ
う
な
現
状
認

識
を
持
ち
、
ど
う
か
じ
取
り
を
し

て
い
く
か
町
民
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

本
町
の
課
題
と
、
そ
れ
を
ど
う
克
服
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
将
来
展
望
も
合
わ

せ
て
う
か
が
う
。

小
松
町
長

答
　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
で
生
産
労
働

人
口
が
少
な
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
税

収
も
少
な
く
な
る
。
高
度
成
長
期
で
あ
れ

ば
予
算
も
あ
り
い
ろ
い
ろ
で
き
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
訳
に
は

い
か
な
い
。

具
体
的
な
政
策
は
な
い
の
か

問
　
総
合
戦
略
で
人
口
減
少
を
200
人
ま
で
抑

制
す
る
数
値
目
標
を
立
て
て
い
る
が
、
実

際
は
年
平
均
224
人
減
少
し
て
い
る
。
33
年

度
に
は
２
割
抑
制
の
目
標
を
設
定
し
て
い

る
が
、
こ
こ
に
政
策
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
具
体
的
な
政
策
は
。

熱
中
小
学
校
に
な
る

小
松
町
長

答
　

そ
れ
が
集
約
し
た
と
こ
ろ
で
い
く
と
「
熱

中
小
学
校
」
に
な
る
。「
他
力
」
を
使
っ
て
こ

の
町
を
良
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

行
政
機
構
改
革
に
つ
い
て

機
構
改
革
の
考
え
は

問
　
能
率
的
な
行
政
の
確
保
と
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
改
革
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
一
定
ス
パ
ン
で
機
構

改
革
を
行
い
、
行
政
も
ス
リ
ム
化
し
、
効

率
的
な
行
政
運
営
を
す
る
必
要
が
あ
る
が

組
織
改
革
や
課
の
統
廃
合
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

　

組
織
が
一
回
で
き
て
し
ま
う
と
、
肥
大

化
し
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

　

時
代
の
要
求
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
度
改

革
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

現
在
教
育
委
員
会
に
は
３
課
あ
る
が
、

内
部
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
、
町
長
部
局
の
あ
り
方
と
あ
わ
せ
て
、

相
談
を
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　
課
の
統
廃
合
な
ど
の
意
見
が
以
前
か
ら

出
て
い
た
。や
は
り
所
管
の
事
務
が
か
ぶ
っ

て
お
り
、
２
つ
が
１
つ
に
な
っ
た
方
が
よ

り
効
率
的
な
業
務
が
行
え
る
と
思
う
が
。

　

業
務
量
を
考
え
た
と
き
に
、
１
た
す
１

が
２
に
な
る
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
く
、
膨
大
な
仕
事
量
を
一
人
の
判
断

で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
業
務
量
を
見

な
が
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

課
の
数
が
こ
れ
で
良
い
と

思
う
か

問
　
仕
事
量
も
増
え
る
と
思
う
が
、
た
く
さ

ん
の
課
が
あ
り
、
横
の
連
携
が
必
要
だ
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
整
理
で
き
る
と
思

う
。
人
口
減
少
の
中
で
、
課
の
数
が
こ
れ

で
良
い
と
思
う
か
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
も
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
観
点
は
持
っ
て
い
る
。

　

課
題
や
時
代
の
要
請
に
応
じ
検
討
す
る
。

　
　問

そ
の
都
度
改
革
は
必
要

小
松
町
長

答
必
要
に
応
じ
て

小
林
教
育
長

答

効
率
的
な
業
務
が
行
え
る

と
思
う
が

問
業
務
量
を
見
な
が
ら

小
松
町
長

答
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
効
率
化
を
前
提
と

し
た
整
理
）
も
必
要 

小
松
町
長

答
要
請
に
応
じ
て

小
林
教
育
長

答

問 本町の課題と将来展望は

答 同じことを繰り返す訳に
はいかない 小松町長大平　高志 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

国
特
別
史
跡

「
斎さ

い

尾の
う

廃は
い

寺じ

跡あ
と

」
に
つ
い
て

　
　
　
①
山
陰
唯
一
の
国
の
特
別
史
跡
斎さ
い

尾の
う

廃は
い

寺じ

跡あ
と

へ
国
道
か
ら
の
案
内

板
が
66
年
間
な
い
の
は
な
ぜ
。

②
文
化
財
と
観
光
の
連
動
が
必
要
で
は
。

③
そ
の
た
め
学
芸
員
が
必
要
で
は
な
い
か
。

④ 

「
斎さ
い
尾の
う
廃は
い
寺じ

跡あ
と
整
備
活
用
計
画
」
に
つ

い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
活
用
は
。

⑤ 

町
の
歴
史
遺
産
の
周
知
活
用
が
必
要
で

は
な
い
か
。

小
松
町
長

答① 

私
見
だ
が
、
目
に
見
え
る
も
の
が
あ
れ

ば
そ
こ
へ
行
け
ば
と
な
る
が
、
廃
寺
跡

と
い
う
こ
と
で
、
地
下
に
あ
る
の
で
表

現
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。　

② 

県
の
文
化
財
課
が
知
事
部
局
に
移
っ
て

い
く
と
い
う
流
れ
も
あ
り
、
今
後
検
討

す
べ
き
課
題
だ
と
い
う
認
識
だ
。

③ 

ど
の
町
村
も
学
芸
員
の
採
用
は
な
い
。

資
格
は
あ
る
が
一
般
職
の
採
用
で
あ
る
。

⑤ 

斎さ
い

尾の
う

廃は
い

寺じ

跡あ
と

と
大お
お

高た
か

野の

官か
ん

衙が

遺い

跡せ
き

事
業

計
画
を
30
年
度
の
当
初
予
算
に
盛
り
込

ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
町
民
に
活
用
周

知
し
て
い
く
。

④ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

斎さ
い

尾の
う

廃は
い

寺じ

跡あ
と

等
の
保
存
・
活
用
計
画
策

定
の
中
で
あ
り
、
史
跡
の
価
値
が
周
知

さ
れ
て
な
い
と
あ
っ
た
。
今
ま
で
の
保

存
だ
け
で
な
く
、
活
用
・
整
備
に
取
り

組
み
た
い
。

⑤ 

歴
史
遺
産
の
周
知
活
用
に
つ
い
て
は
、

国
の
法
改
正
を
受
け
、
県
で
も
教
育
委

員
会
に
あ
る
文
化
財
課
を
知
事
部
局
へ

移
管
す
る
検
討
を
始
め
、
早
け
れ
ば
31

年
の
４
月
に
は
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
今
度
は

活
用
へ
と
大
き
な
動
き
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

 

八
橋
海
水
浴
場
ト
イ
レ
の
活
用
化

　
　
　

①
八
橋
海
水
浴
場
の
町
営
ト
イ
レ

は
期
間
限
定
利
用
だ
が
、
現
在

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ラ
ン
、
買
物
、
散
歩
な

ど
の
通
行
人
が
あ
る
の
に
、
逢
束
赤
碕
間

５
㎞
に
ト
イ
レ
が
な
い
。
海
水
浴
場
専
用

で
は
な
く
し
て
、
海
浜
公
園
、
健
康
公
園

と
い
う
観
点
か
ら
常
用
に
な
ら
な
い
か
。

小
松
町
長

答
　

海
水
浴
場
で
は
な
く
自
転
車
道
な
ど
と

い
う
考
え
方
の
中
で
の
必
要
性
、
在
り
方

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

徳
万
駐
在
所
を
「
交
番
」
に

　
　
　
　

八
橋
警
察
署
は
移
転
し
た
が
、

町
内
５
カ
所
に
派
出
所
が
あ

る
。
徳
万
駐
在
所
は
老
朽
化
し
、
か
つ
周

辺
に
は
24
時
間
営
業
店
舗
や
ホ
テ
ル
遊
戯

施
設
が
多
い
都
会
型
地
区
で
あ
り
、
１
人

勤
務
の
駐
在
所
で
は
な
く
複
数
人
24
時
間

態
勢
の
交
番
が
望
ま
れ
る
が
。

小
松
町
長

答
　

交
番
と
駐
在

所
の
違
い
を
今

認
識
し
た
が
、

建
て
替
え
す
る

な
ら
、
立
派
な

も
の
を
、
と
県

か
ら
の
聴
取
に

答
え
て
い
る
。

　
　問

④
⑤
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

小
林
教
育
長

答
　
　問

　
　問

問 国道に66年間案内板が
ない

答 表現が難しい 小松町長
押本　昌幸 議員

築36年の徳万駐在所

県道案内板
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一 般 質 問 一 般 質 問

教
育
・
ひ
と
づ
く
り

　
　
　
人
づ
く
り
で
は
、
子
育
て
を
す
る

環
境
で
保
育
士
・
教
職
員
な
ど
の

環
境
整
備
、
ま
た
職
員
の
人
材
育
成
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

小
松
町
長

答
　

相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
を
ど
れ
だ
け

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
ま
た
、
職
員
が
町
民
に
接
す
る
か
が

ベ
ー
ス
に
な
る
。
保
育
士
、
教
職
員
な
ど

の
「
多
忙
感
」
を
解
決
し
、
職
員
の
や
る

気
を
起
こ
す
こ
と
が
大
事
と
思
う
が
、
具

体
的
に
は
ま
だ
な
い
。

小
林
教
育
長

答
　

指
導
主
事
あ
る
い
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
相
談

員
等
を
置
い
て
児
童
生
徒
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
教
職
員
に
は
、
教
育
研
究
会
等

に
よ
る
人
材
育
成
、
人
権
教
育
等
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の

実
現
が
大
切

問
　
人
づ
く
り
に
は
、
そ
こ
に
働
く
人
の
環

境
が
良
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
職
員

と
臨
時
職
員
と
の
格
差
を
是
正
し
、
安
定

し
た
雇
用
環
境
を
つ
く
り
、
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し

い
仕
事
）
の
実
現
が
大
切
で
は
な
い
か
。

一
気
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

小
松
町
長

答
　

正
職
員
が
半
分
を
切
っ
て
い
る
状
況
は

あ
る
が
、
一
気
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
職
場
環
境
の
改
革
に
努
め
る
。

産
業
・
仕
事
づ
く
り

琴
浦
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は

問
　
町
を
一
つ
の
商
社
と
し
て
考
え
、「
六

次
産
業
」
化
し
な
が
ら
琴
浦
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

小
松
町
長

答
　

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
社
会
人
の
学
び
直

し
）
に
よ
っ
て
、
個
々
の
能
力
が
組
み
合

わ
さ
り
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
予
測
も
し

な
か
っ
た
創
造
的
な
成
果
を
生
み
出
す
こ

と
に
つ
な
げ
れ
ば
と
思
う
。

協
働
・
ま
ち
づ
く
り

健
康
寿
命
日
本
一
の
施
設

づ
く
り
は

問
　
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し
、
総
合
体

育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
の
整
備
か

ら
、
体
を
動
か
す
運
動
の
推
進
の
た
め
の

施
策
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
か
。

体
力
づ
く
り
食
生
活
改
善
を
推
進

小
松
町
長

答
　

健
康
の
た
め
、
運
動
し
な
が
ら
心
身
を

鍛
え
る
と
共
に
、
食
が
大
切
で
あ
り
、
民

間
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
体
力
づ
く
り
食

生
活
改
善
等
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。ど

ん
ぐ
り
広
場
の
活
用
を

小
林
教
育
長

答
　

広
場
の
活
用
が
、
誰
も
が
、
一
緒
に
身

体
を
動
か
し
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

健
康
で
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
。

　
　問

問 保育士や教職員などの環
境整備・職員の人材育成は

答 職員のやる気が大事 小松町長
研修等による 小林教育長澤田　豊秋 議員

どんぐり広場
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一 般 質 問 一 般 質 問

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

平
成
25
年
９
月
の
定
例
会
で
の
一

般
質
問
で
の
答
弁
で
は
平
成
32
年

ま
で
は
現
在
の
５
校
で
い
く
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。小

松
町
長

答
　

平
成
33
年
の
児
童
数
見
込
み
865
名
。
ほ

ぼ
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
に
均
等
と
い
う
ほ

ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
充
足
で
き
る
だ

け
の
人
数
が
あ
り
、
当
初
の
計
画
か
ら
の

大
き
な
変
更
な
し
。

小
林
教
育
長

答
　

平
成
26
年
に
小
学
校
を
統
廃
合
し
た
。

背
景
に
は
複
式
学
級
の
解
消
な
ど
の
課
題

が
あ
っ
た
。
あ
る
程
度
の
人
数
の
中
で
集

団
生
活
を
営
み
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る

こ
と
も
必
要
な
教
育
。
ま
た
、
施
設
の
整

備
に
よ
り
、
学
習
環
境
は
構
成
人
数
に
お

い
て
も
、施
設
整
備
面
に
お
い
て
も
整
い
、

再
統
合
の
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

旧
古
布
庄
小
学
校
利
活
用
に
つ
い
て

旧
古
布
庄
小
学
校
舎
の
利
活
用
は

問
　
平
成
26
年
３
月
の
閉
校
以
来
具
体
的
な

利
活
用
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

企
業
誘
致
な
り
公
募
も
何
回
か
実
施
し

て
い
る
。
文
化
財
保
管
場
所
と
し
て
利
用

し
て
い
く
。

高
齢
者
の
利
用
は

問
　
全
体
を
利
用
し
て
の
企
業
誘
致
は
難
し

い
と
思
う
。
町
全
般
と
し
て
の
高
齢
者
向

け
の
施
設
の
利
用
方
法
は
な
い
か
。

文
化
財
の
資
料
保
管
に

小
林
教
育
長

答
　

民
族
資
料
、
埋
蔵
文
化
財
の
資
料
の
保

管
に
利
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

町

議

選

今
回
の
選
挙
結
果
の
課
題
は

問
　
過
去
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
選
挙

だ
っ
た
。
投
票
率
の
低
さ
や
投
票
所
の
除

雪
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
今
回
の
選
挙

結
果
の
分
析
と
次
回
に
向
け
て
の
課
題
は

ど
う
考
え
る
か
。

要
因
は
４
点

坂
口
選
挙
管
理
委
員
長

答
　

投
票
率
の
大
幅
な
低
下
の
要
因
は
４
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
悪
天
候
と
重
な
っ
た
。

② 

告
示
日
直
前
ま
で
無
投
票
の
公
算
が
高

い
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
。

③ 

有
権
者
に
対
し
て
候
補
者
の
顔
や
政
策

が
見
え
に
く
い
選
挙
で
あ
っ
た
。

④
有
権
者
の
町
政
に
対
す
る
関
心
の
変
化
。

　

 

次
回
に
向
け
て
の
課
題
と
し
て
は
、
先

進
地
、
近
隣
自
治
体
の
事
例
を
参
考
と

し
、
本
町
に
即
し
た
方
法
を
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

　
　問

文
化
財
保
管
場
所

小
松
町
長

答

問 小学校の統廃合

答 変更なし 小松町長
再統合の必要はない 小林教育長手嶋　正巳 議員

旧古布庄小学校
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一 般 質 問 一 般 質 問

自

然

環

境

き
れ
い
な
河
川
を
維
持
す
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
し
て
い

る
か
。

小
松
町
長

答
　

毎
年
町
内
16
河
川
の
水
質
検
査
を
実

施
。
お
お
む
ね
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。

今
後
の
施
策
は

問
　
き
れ
い
な
河
川
を
維
持
す
る
た
め
に
今

後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

環
境
基
本
計
画
を
改
定

小
松
町
長

答
　

毎
年
16
河
川
の
水
質
検
査
を
す
る
。
併

せ
て
来
年
度
か
ら
環
境
基
本
計
画
を
改
定

予
定
で
あ
る
。
河
川
の
環
境
保
全
に
つ
い

て
住
民
や
事
業
者
に
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
。

生
態
系
教
育
の
現
状
は

問
　
生
物
の
生
態
系
教
育
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

河
川
や
海
で
生
物
調
査

小
林
教
育
長

答
　

河
川
や
海
で
の
生
物
調
査
、
環
境
に
関

す
る
公
共
施
設
見
学
、サ
ケ
の
放
流
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
環
境
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

ビ
オ
ト
ー
プ
は
ど
う
な
っ
た
の
か

問
　
「
元も

と

旧き
ゅ
う

川が
わ

」は
ビ
オ
ト
ー
プ
を
想
定
し
、

特
別
に
作
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
生
物

繁
殖
可
能
な
環
境
と
な
っ
て
い
な
い
。
改

善
は
で
き
な
い
か
。

難
し
い

小
松
町
長

答
　
「
元
旧
川
」
は
２
級
河
川
な
の
で
県
管

轄
で
あ
る
。
水
は
上
流
で
用
水
に
用
い
て

い
て
、
常
時
水
の
あ
る
状
態
を
作
る
の
は

難
し
い
。

総
合
公
園
ト
イ
レ
設
置

ト
イ
レ
の
設
置
を

問
　
東
伯
総
合
公
園
に
遊
具
が
設
置
さ
れ
た

（
ど
ん
ぐ
り
広
場
）
が
近
く
に
ト
イ
レ
が

な
い
。
設
置
で
き
な
い
か
。

利
用
状
況
を
み
て

小
松
町
長

答
　

最
も
急
ぐ
総
合
体
育
館
へ
の
上
下
水
道

の
接
続
を
、
平
成
30
年
度
に
行
い
、
野
外

ト
イ
レ
の
追
加
は
、
遊
具
等
の
各
施
設
利

用
状
況
を
見
な
が
ら
展
開
を
検
討
す
る
。

芝
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を

問
　
東
伯
総
合
公
園
に
町
民
の
健
康
増
進
の

た
め
に「
芝
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
設
置
」

を
検
討
し
て
は
。

検
討
し
た
い

小
松
町
長

答
　

東
伯
総
合
公
園
全
体
で
の
対
応
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

　
　問

問 河川の水質、動植物の
実態は

答 水質検査を実施
 小松町長桑本　賢治 議員

元旧川
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一 般 質 問 一 般 質 問

学

校

で

は

小
中
学
生
へ
の
薬
物
乱
用
防
止
教

室
は
。

小
中
学
校
で
は
実
施

小
松
町
長

答
　

町
内
全
て
の
小
中
学
校
で
薬
物
乱
用
防

止
教
室
を
開
催
。
保
護
者
へ
も
案
内
を
行

い
、
参
加
の
呼
び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
保
健
体
育
や
特
別
活
動
、
総
合

学
習
の
時
間
を
と
お
し
て
、
喫
煙
、
飲
酒
、

薬
物
乱
用
に
つ
い
て
、
薬
剤
師
や
学
校
医

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
学
習
を
実
施
。

生
の
声
を
聞
く
こ
と
は

薬
物
に
手
を
染
め
、
現
在
、
更
生

施
設
で
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る

人
の
声
を
聞
い
た
が
、
琴
浦
町
で
も
ぜ
ひ

生
の
声
を
聞
く
機
会
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

伝
え
る
こ
と
も
重
要

小
松
町
長

答
　

薬
物
乱
用
の
問
題
は
一
言
で
い
え
ば
精

神
依
存
症
。
依
存
は
生
活
破
た
ん
す
る
危

険
性
が
あ
る
。
生
の
声
を
聞
く
こ
と
も
一

つ
の
方
法
だ
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
も

重
要
。
学
校
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
重
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
「
多
忙
感
」
の
原

因
に
も
な
っ
て
い
る
。

手
を
出
さ
な
い
、
強
い
心
を
育
て
る

小
林
教
育
長

答
　

自
分
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
、
家
族
を

悲
し
ま
せ
た
く
な
い
、
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
が
、
思
い
と

ど
ま
ら
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
学
校
だ
け
で

な
く
、
地
域
全
体
、
家
庭
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
こ
と
も
必
要
。

　

学
校
教
育
は
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
差

が
あ
る
。
保
護
者
も
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

や
価
値
観
が
あ
り
、
良
か
っ
た
と
い
う
意

見
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な

話
を
聞
か
せ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

文
科
省
が
出
し
て
い
る
『
わ
た
し
の
健

康
』
の
よ
う
な
小
学
生
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

教
材
を
使
っ
て
の
学
習
を
考
え
て
い
る
。

「
薬
物
乱
用
は
絶
対
ダ
メ
」
と
い

う
言
葉
を
合
言
葉
に
し
て
啓
発
に

力
を
入
れ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
取
組
に
も
理
解
と
推
進
が
大
事
。

　
県
で
は「
薬
物
乱
用
の
対
策
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、啓
発
の
推
進
、摘
発
の
強
化
、

再
犯
防
止
の
た
め
の
支
援
体
制
の
充
実
を

重
点
に
あ
げ
、
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い

る
が
、
町
で
は
ど
う
か
。

委
員
会
は
多
分
な
い
と
思
う
。

小
松
町
長

答
　

専
門
性
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
町
内

の
お
医
者
さ
ん
と
か
そ
う
い
う
形
だ
と
思

う
が
、
県
で
そ
う
い
う
形
を
と
っ
て
い
る

こ
と
に
同
調
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

町
独
自
の
指
導
員
が
あ
る
か
。
ま

た
県
の
要
請
が
あ
れ
ば
指
導
員
の

推
薦
は
可
能
か
。

難
し
い
。

小
松
町
長

答
　

特
別
に
指
導
員
と
い
う
形
で
別
の
人
を

つ
く
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　

こ
の
指
導
員
と
い
う
も
の
が
、
本
当
に

必
要
か
ど
う
か
、
腹
入
れ
を
し
な
い
と
頼

む
に
頼
め
な
い
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

問 脱法ハーブ（薬物）乱
用防止の取組は

答 町民の方には資料やパンフレット
で、県と共に運動に協力 小松町長新藤　登子 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

高
校
生
通
学
費
の
補
助

　
　
　
町
内
に
は
高
校
は
無
く
高
校
生
は

Ｊ
Ｒ
で
通
学
し
て
い
る
。
い
ま
や

高
校
は
義
務
教
育
的
な
レ
ベ
ル
と
な
っ
て

お
り
、
子
育
て
支
援
、
人
材
育
成
の
観
点

か
ら
高
校
通
学
へ
の
支
援
に
踏
み
切
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

小
松
町
長

答
　

支
援
し
て
も
ら
え
ば
有
効
だ
が
、
限
ら

れ
た
財
源
で
ど
こ
に
重
点
を
置
く
か
を
考

え
た
ら
、
別
の
議
論
に
な
る
。

小
林
教
育
長

答
　

通
学
バ
ス
定
期
代
の
８
割
補
助
を
し
て

い
る
。
負
担
軽
減
は
理
解
で
き
る
が
、
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
総
合
的
判
断
が
必
要
。

 

町
民
の
希
望
は
強
い

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の「
子
育
て
、教
育
支
援
」

の
希
望
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、第
１
位
が「
高

校
生
の
Ｊ
Ｒ
通
学
代
の
支
援（
29
％
）」で
、

第
２
位
が
、「
保
育
料
の
軽
減
、
学
童
保

育
の
充
実
（
24
％
）」、
第
３
位
が
「
義
務

教
育
の
30
人
学
級
化
（
19
％
）」
だ
っ
た
。

　
要
求
が
強
く
、
切
実
だ
と
い
う
こ
と
に

町
長
と
教
育
長
は
こ
の
結
果
を
見
て
ど
の

よ
う
に
感
じ
た
か
。

町
民
の
声
の
み
き
わ
め
も

小
松
町
長

答
　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
公
平
な
よ
う
に
聞
こ
え

る
が
、
す
べ
て
の
町
民
を
代
表
し
て
い
な

い
。
高
校
生
の
家
庭
が
ど
れ
だ
け
考
え
て

い
る
か
は
別
の
話
だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
も
町
民
の
声
だ
が
、
そ
こ

が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
み
き
わ
め
、
限
ら

れ
た
予
算
を
使
う
べ
き
だ
。

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ね
ば

小
林
教
育
長

答
　

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
補
助
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

障
害
は
何
か

問
　
高
校
生
の
通
学
支
援
を
実
施
す
る
に
当

た
っ
て
何
が
障
害
に
な
る
の
か
。

地
域
間
競
争
に
巻
き
こ
ま
れ
た
く
な
い

小
松
町
長

答
　

一
番
は
財
源
。
人
の
取
り
合
い
を
日
本

中
で
や
っ
て
い
る
。
分
捕
り
合
戦
は
い
い

過
ぎ
か
。
変
な
地
域
間
同
士
の
競
争
に
巻

き
こ
ま
れ
た
く
な
い
。

　
行
政
と
し
て
は
、
地
域
間
競
争
は
避
け

る
の
で
は
な
く
、
巻
き
こ
ま
れ
、
そ
の
中

で
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う

考
え
に
変
わ
ら
な
い
か
。

バ
ラ
マ
キ
に
巻
き
込
ま
れ
た
く
な
い

小
松
町
長

答
　

訂
正
し
た
い
。
お
金
の
バ
ラ
マ
キ
的
な

競
争
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
結

局
、
体
力
勝
負
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

体
力
勝
負
に
巻
き
こ
ま
れ
た
く
な
い
。

問
題
発
言
・
撤
回
を

問
　
ま
た
問
題
発
言
だ
。「
バ
ラ
マ
キ
的
」と
、

子
育
て
支
援
が
バ
ラ
マ
キ
と
取
ら
れ
る
、

撤
回
し
な
い
か
。

「
バ
ラ
マ
キ
」
も
訂
正
す
る

小
松
町
長

答
　

真
意
を
伝
え
ず
申
し
訳
な
い
。
お
金
の

使
い
方
は
慎
重
に
と
い
う
意
味
で
す
の
で

「
バ
ラ
マ
キ
」
も
問
題
が
あ
る
。
訂
正
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　問

そ
の
中
で
勝
つ
べ
き
で
は

問

問 高校生のJR通学に支援を

答 重点考えれば別の議論に 小松町長
総合判断が必要 小林教育長青亀　壽宏 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
づ
く
り
の
重
点
施
策
は

　
　
　

  

町
づ
く
り
の
創
造
政
策
で
特
に
重

点
的
に
進
め
た
い
施
策
は
あ
る
か
。

小
松
町
長

答
　
「
次
世
代
へ
住
ん
で
楽
し
い
町
づ
く
り
」

の
実
現
の
た
め
に
起
点
と
な
る
「
ひ
と
づ

く
り
」
を
重
点
的
に
進
め
る
。

副
町
長
か
ら
町
長
へ

　
　
　
副
町
長
と
し
て
推
進
さ
れ
て
き
た  

事
業
の
実
施
状
況
と
今
後
の
課
題

は
何
か
。町

長
と
し
て
の
今
後
の
課
題

小
松
町
長

答
　

山
下
前
町
長
の
も
と
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
取
り
、地
方
創
生
事
業
に
取
り
組
み
、

そ
の
大
き
な
波
を
活
用
し
一
定
の
成
果
を

あ
げ
た
と
考
え
る
。今
後
の
課
題
は
、「
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
」、「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
な
ど
の
推
進
で
あ
る
。

 

町
の
課
題
解
決
の
た
め
の

重
点

問
　
町
の
課
題
解
決
の
た
め
に
特
に
重
要
な

施
策
は
何
か
。

町
民
と
共
に
自
ら
が

小
松
町
長

答
　

今
後
の
町
政
へ
の
取
り
組
み
は
、
多
く

の
町
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
多
く
の
知

恵
を
借
り
な
が
ら
、
町
民
と
一
緒
に
つ
く

り
あ
げ
る
と
と
も
に
、「
町
民
自
ら
考
え
、

町
民
自
ら
行
動
す
る
」
こ
と
に
重
点
を
置

く
。
特
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
喫

緊
の
課
題
と
と
ら
え
、「
ひ
と
づ
く
り
」

を
柱
に
重
点
事
業
と
し
て
、
よ
り
一
層
の

地
方
創
生
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む
。

「
ど
ん
ぐ
り
広
場
」
に

ト
イ
レ
が
な
い

問
　
子
ど
も
と
お
年
寄
り
が
共
に
楽
し
め
る

場
所
と
し
て
「
ど
ん
ぐ
り
広
場
」
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
く
に
ト
イ
レ
が
な

い
。
本
格
的
な
施
設
だ
と
時
間
も
経
費
も

か
か
る
で
あ
ろ
う
け
ど
、
せ
め
て
仮
設
ト

イ
レ
で
も
置
い
て
欲
し
い
と
利
用
者
か
ら

聞
く
。
災
害
時
の
避
難
先
の
備
品
と
し
て

も
使
え
る
の
で
検
討
し
て
欲
し
い
。

小
松
町
長

答
　

ト
イ
レ
が
な
く
て
不
便
だ
と
い
う
話
は

聞
い
て
い
る
。
下
水
の
配
管
が
去
年
や
っ

と
近
く
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
ま
だ
「
ど

ん
ぐ
り
広
場
」
ま
で
の
配
管
が
で
き
て
い

な
い
。
上
水
道
を
含
め
て
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
と
は
思
っ
て
い
る
。
簡
易
ト
イ
レ
が

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
そ
の
方
法
も
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

住
民
の
地
方
創
生
に
対
す

る
支
援

問
　
地
方
創
生
に
お
け
る
地
域
住
民
の
意
思

と
構
想
に
対
し
て
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に

後
押
し
さ
れ
る
の
か
。

ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と

小
松
町
長

答
　

予
算
の
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
ず

何
が
し
た
い
の
か
と
い
う「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
情
熱
の

「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」、そ
し
て
行
動
と
し
て「
ア

ク
シ
ョ
ン
」
が
な
け
れ
ば
い
く
ら
考
え
て

い
て
も
前
に
進
ま
な
い
。
知
識
や
知
恵
が

あ
っ
て
も
行
動
が
な
け
れ
な
ば
な
ら
な
い

の
で
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。

　
　問

　
　問

問 小松町政の取り組みに
ついて

答 町民自ら考え、行動する人
づくりを柱に 小松町長川本正一郎 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

県
版
ワ
ー
ホ
リ
の
受
け
入
れ

と
町
版
ワ
ー
ホ
リ
の
創
設
は

　
　
　
総
務
省
が
１
月
29
日
に
公
表
し
た

「
人
口
移
動
報
告
」
に
よ
る
と
、

首
都
圏
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
一
方
で
、

市
町
村
の
7
割
が「
転
出
超
過
」で
あ
る
。

　
鳥
取
県
は
平
成
29
年
、
１
４
８
４
人
の

転
出
超
過
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
予

算
に
若
者
の
定
住
と
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
の
促

進
施
策
に
重
点
を
置
き
、
県
版
ワ
ー
キ
ン

グ
ホ
リ
デ
ー
（
以
下
Ｗ
Ｈ
）
の
当
初
予
算

20
人
分
300
万
円
を
計
上
。

　
一
方
、
鳥
取
市
版
Ｗ
Ｈ
は
平
成
29
年
第
９

回
を
終
了
し
、
10
回
目
を
年
度
末
に
実
施
。

９
月
末
か
ら
翌
年
２
月
末
ま
で
の
毎
週
金・

土
・
日
曜
日
の
２
泊
３
日
の
鳥
取
体
験
ガ

イ
ド
（
８
コ
ー
ス
）
が
首
都
圏
よ
り
34
人

参
加
し
、将
来
の
定
住
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

① 

県
版
の
Ｗ
Ｈ
を
受
け
入
れ
る
用
意
は
あ

る
の
か
。

② 

ま
た
、
鳥
取
市
版
Ｗ
Ｈ
を
琴
浦
版
Ｗ
Ｈ

で
創
設
し
、
２
泊
３
日
の
琴
浦
暮
ら
し

を
リ
ア
ル
に
体
験
（
農
業
・
漁
業
・
郷

土
料
理
づ
く
り
ツ
ア
ー
等
）
で
き
る
お

試
し
ツ
ア
ー
を
企
画
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

① 

県
版
は
受
け
入
れ
る
方
向
で
。

② 

琴
浦
版
は
１
泊
２
日
で
予
算
計
上
。

　

 

平
成
29
年
県
版
Ｗ
Ｈ
（
総
務
省
よ
り
委

託
）
は
登
録
し
た
が
、
時
期
と
相
手
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
ず
実
績
は
70

人
。
平
成
30
年
県
版
Ｗ
Ｈ
は
登
録
し
参

画
し
た
い
。

　

 　

琴
浦
町
単
独
で
、
暮
ら
し
の
リ
ア
ル

体
験
は
、昨
年
よ
り
１
泊
２
日
で
実
施
、

平
成
30
年
も
予
算
化
し
て
取
り
組
み
た

い
。
た
だ
、
Ｗ
Ｈ
と
い
う
言
葉
が
使
え

る
か
ど
う
か
検
討
し
、
１
泊
２
日
で
考

え
て
い
る
。

給
付
型
奨
学
金
制
度

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創

設
し
て
は

問
　
若
者
の
定
住
に
将
来
琴
浦
町
に
定
住
す

る
こ
と
を
条
件
に
返
還
不
要
の
給
付
型
奨

学
金
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

人
材
補
充
職
種
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

小
松
町
長

答
　

県
は
人
材
が
不
足
し
て
い
る
職
種
に
補

充
さ
せ
る
場
合
に
限
定
し
て
お
り
、
町
で

も
人
材
補
充
職
種
が
あ
り
、
移
住
定
住
が

促
進
で
き
る
と
す
れ
ば
検
討
し
た
い
。

林
原
育
英
奨
学
金
の
見
直
し

を
検
討 

小
林
教
育
長

答
　

町
の
林
原
育
英
奨
学
金
が
無
利
子
の
利

便
性
は
あ
る
が
、
他
の
奨
学
金
と
併
用
が

で
き
ず
、
育
英
会
の
奨
学
金
と
比
べ
少
額

と
な
っ
て
い
る
の
で
今
後
は
月
額
の
見
直

し
や
一
時
金
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

農
地
付
空
き
家

小
規
模
農
地
付
空
き
家
の

整
備
は

問
　
平
成
21
年
度
農
地
法
改
正
に
よ
り
、
農

業
委
員
会
の
判
断
で
、
下
限
面
積
を
決
め

ら
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
町
の
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
を
取
り
込
み
、
移
住
定
住
に
よ

る
人
口
社
会
増
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い
て
。

下
限
面
積
下
げ
、
定
住
促
進
な

ら
検
討
で
き
る 

小
松
町
長

答
　

小
規
模
な
農
地
が
付
属
し
た
空
き
家
整

備
は
、
県
内
で
は
日
南
町
と
日
野
町
が
実

施
し
て
い
る
。
空
き
家
対
策
の
解
消
手
段

と
し
て
農
地
の
下
限
面
積
を
下
げ
、
定
住

促
進
な
ら
検
討
す
る
。

　
　問

小
松
町
長

答

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
と
は･･･

　

県
外
在
住
者
が
、
琴
浦
町
内
に
一
定

期
間
滞
在
し
、
働
い
て
収
入
を
得
な
が

ら
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
住
民
と
の

交
流
を
と
お
し
て
、
田
舎
暮
ら
し
が
体

験
で
き
る
取
り
組
み
の
こ
と
。

問 転出超過食い止める若
者定着策は

答 県版ワーホリは参画し、町版ワーホリは
1泊2日予算計上している 小松町長桑本　始 議員
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町 民 の 声

あ
と

　 

が
き

　
新
し
い
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
広

報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
選
挙
の
低
い
投
票
率

の
要
因
の
一
つ
は
、
議
会
に
対
す
る
町

民
の
声
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
議
会
活
動
を
町
民
に
知
っ
て
も
ら

う
と
共
に
、
町
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
議
会
と
町
民
と
の
関
係
性
を
築

き
、
よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
広
報
を
目
指
し
て
、
4

人
の
新
人
議
員
と
ベ
テ
ラ
ン
議
員
と

共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
豊
秋
）

「
新
し
い
議
会
に
期
待
し
て
」

　

私
は
大
阪
か
ら
戻
っ
て
13
年
に
な

り
ま
す
。

　

最
初
は
た
だ
家
と
仕
事
場
し
か
生
活

の
場
が
な
く
、
友
人
も
県
外
に
い
る
か
、

結
婚
し
て
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
に
、
赤
碕
診
療
所
の

皆
さ
ん
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
て
、
マ
ラ

ソ
ン
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
ぐ
っ
と
行

動
範
囲
と
友
人
が
増
え
始
め
ま
し
た
。

　

３
年
ほ
ど
前
、
鳥
取
マ
ラ
ソ
ン
で
鳴

り
石
の
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

と
ご
一
緒
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
行
事
に
久
し
ぶ
り
に
関
わ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
ご
縁
が
な
か
っ
た
方
や

考
え
方
や
、
赤
碕
だ
け
で
は
な
い
琴
浦

町
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
知
ら
な
け
れ
ば
気
難
し

い
と
思
い
込
ん
で
敬
遠
し
て
い
た
相
手

と
も
、
考
え
方
や
行
動
を
見
て
「
す
ご

い
人
だ
な
あ
」
と
感
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

新
し
い
町
長
、
新
し
い
議
会
が
発
足

し
た
の
で
す
か
ら
、相
手
の
考
え
方
や
、

や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
琴
浦
町
が

住
み
や
す
く
な
る
た
め
に
、
お
互
い
に

知
る
・
教
え
る
・
企
画
・
準
備
す
る
姿

勢
で
向
き
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

琴
浦
町
が
ど
ん
な
町
に
な
れ
ば
住

み
良
い
の
か
。
数
が
減
っ
て
い
る
子
ど

も
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
、
見
守
る

こ
と
が
で
き
る
町
。
生
活
が
豊
か
に
な

る
た
め
の
基
盤
の
作
り
方
。
高
齢
に

な
っ
て
生
活
の
一
つ
ひ
と
つ
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
に
き
ち
ん
と
相
談
で
き

て
、身
辺
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
町
。

　

そ
ん
な
町
に
す
る
た
め
の
議
会
に

な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
な
あ
と
思

い
ま
す
。

家森　あいさん

「
美
し
い
心
を
」

　
町
内
の
軒
下
を
歩
か
れ
、
何
か

気
づ
か
れ
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
軒
下
に
き
れ
い
な
花
が
咲
き

誇
ら
ん
と
ば
か
り
、
赤
・
白
・
黄

と
、
見
事
な
花
が
見
ら
れ
ま
す
。

花
を
見
て
叱
っ
た
り
、
腹
を
立
て

た
り
す
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
じ
っ
と
見
て
い
る
と
心
が
癒

さ
れ
ま
す
。

　
軒
下
に
花
が
置
け
な
い
家
で

は
、
敷
地
内
に
す
ば
ら
し
い
花
を

咲
か
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
心
の
優
し
い
方
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
も
花
い
っ
ぱ

い
運
動
を
実
施
さ
れ
、
美
し
い
花

を
育
て
、
観
賞
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
先
駆
者
、

故
戸
田
常
盤
東
伯
町
長
の
思
い
が

町
内
に
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
美
し
い
町
、
き
れ
い
な
町
を
、

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

東原　道明さん

「
梨
園
か
ら
大
山
を
望
む
」

�

（
撮
影
／
前
田
敬
孝
）
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